
国際ナノテクノロジー総合展・技術会議あす開幕

川
合
　
知
二
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
２
０
１
４
実
行
委
員
長
大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所
特
任
教
授

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
技
術
・
成
果
発
信

ごあいさつ
　
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
製
造
業

の
み
な
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資

源
、
医
療
、
情
報
通
信
、
環
境
、

農
林
水
産
業
な
ど
に
お
け
る
科
学

技
術
の
進
歩
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
技

術
分
野
で
す
。
主
要
ナ
ノ
テ
ク
先

進
国
で
は
、
２
０
１
０
年
前
後
に

複
数
年
に
わ
た
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
関
す
る
基
本
政
策
を
定

め
、
進
捗
状
況
や
環
境
変
化
を

し
ん
ち
ょ
く

踏
ま
え
た
更
新
を
進
め
、
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
の
推
進
や

国
の
重
点
分
野

と
し
て
の
位
置

付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
総
合
科

学
技
術
会
議
が
第
４
期
科
学
技
術

基
本
計
画

―

年

の
中

で
、
「
科
学
技
術
」
＋
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
一
体
政
策
を

打
ち
出
し
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
戦
略
的
な
推
進
体
制
の

強
化
を
進
め
て
お
り
、
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
有
機
的
・
効
果
的
に
結
び
つ

け
て
い
く
方
策
を
立
案
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　

国
際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合

展
・
技
術
会
議

」
は
世
界
最
大

規
模
の
展
示
会
と
し
て
、
世
界
中

か
ら
毎
年
多
く
の
ナ
ノ
テ
ク
に
関

わ
る
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
集
結

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
シ
ー
ズ
」
と

「
ニ
ー
ズ
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

回
目
を
迎

え
る
「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　

２
０
１
４
」
で
は
展
示
会
テ
ー
マ

を

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
　
＆
　
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ
　
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ

ｏ
ｇ
ｙ

と
し
て
掲
げ
、
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
し
た
医
療
、

食
品
、
化
粧
品
か
ら
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
ま
で
の
材
料
お
よ
び
製
品

・
技
術
を
幅
広
く
取
り
上
げ
ま

す
。
今
回
、
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
し
て
、
ナ
ノ
テ
ク
に
よ
っ
て
実

用
化
が
見
え
て
き
た
「
再
生
医

療
」
「
個
別
化
医
療
」
「
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
」
、
ま
た
究
極
の
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
高
ま
る

「
水
素
社
会
」
に
つ
い
て
フ
ォ
ー

カ
ス
し
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
最

新
技
術
や
研
究
成
果
を
発
信
い
た

し
ま
す
。

　
「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
２

０
１
４
」
を
通
じ
て
一
つ
で
も
多

く
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ

き
、
ひ
い
て
は
産
業
全
体
の
発
展

に
つ
な
が
る
こ
と
を
念
願
し
て
い

ま
す
。
　

　
「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
２
０
１
４

国
際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合
展
・
技
術
会
議

」

ｎ
ａ
ｎ
ｏ

　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
実
行
委
員
会
主
催

が

日
か
ら
３
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

る
。
今
回
で

回
目
を
迎
え
る
同
展
に
は

カ
国
・
地
域
か
ら
、
６
２
６
企
業
・
団
体
が
出
展
す
る
。
小
間
数

は
７
５
４
小
間
。
会
場
で
は
最
新
の
ナ
ノ
テ
ク
に
関
す
る
技
術
・
製
品
が
一
堂
に
紹
介
さ
れ
て
、
来
場
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
や
技
術
者
に
は
新
事
業
の
ヒ
ン
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
会
い
の
場
と
な
る
。
入
場
料

は
３
０
０
０
円

招
待
状
持
参
者
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
事
前
登
録
者
は
無
料

。
同
時
開
催
展
と
し
て
、

「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
１
４

第
９
回
先
端
表
面
技
術
展
・
会
議

」
「
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
２
０
１
４

表
面
技

術
要
素
展

」
な
ど
も
開
か
れ
る
。
　

大
き
な
技
術
革
新
に
期
待
内
外
か
ら
６
２
６
企
業
・
団
体
出
展

各ブースには多くの来場者がつめかける

セミナーへの関心も高い

３１日まで東京ビッグサイト

　　 ２０１４年 平成２６年 １月２８日 火曜日 【広告特集】 （ ）

　
「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

は
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
大
の
物
質

構
造
中
で
、
新
た
な
機
能
を

創
出
す
る
技
術
の
総
称
。
情

報
技
術
や
環
境
、
バ
イ
オ
、

材
料
な
ど
幅
広
い
分
野
で
大

き
な
技
術
革
新

ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー

を
も
た
ら
す
も
の

と
し
て
期
待
が
大
き
く
、
産

業
界
で
は
す
っ
か
り
そ
の
言

葉
も
定
着
。
数
多
く
の
企
業

や
大
学
、
研
究
機
関
で
活
発

な
研
究
開
発
投
資
が
続
け
ら

れ
た
こ
と
を
背
景
に
、
新
製

品
の
開
発
も
一
層
活
発
と
な

っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
こ
の
分
野
で
の
展

示
会
と
し
て
は
、
世
界
で
も

有
数
の
規
模
を
誇
る
「
ｎ
ａ

ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
２
０
１

４

国
際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
総
合
展
・
技
術
会
議

」

は
、
ナ
ノ
テ
ク
の
ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー
で
は
必
要
不
可
欠
な

産
学
官
連
携
の
最
新
の
情
勢

・
動
向
か
ら
、

生
物
多
様

性
に
学
ぶ

バ
イ
オ
ミ
メ
テ

ィ
ク
ス

の
産
業
化

世
界

初
の
量
産
化
に
成
功
し
た

カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
ホ
ー
ン
の

応
用
な
ど
、
業
界
の
「
今
」

が
一
目
で
わ
か
る
の
が
大
き

な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
展
示
会
テ
ー
マ
を
、

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
　
＆
　
Ｇ
ｒ
ｅ

ｅ
ｎ
　
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ

ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

ラ
イ
フ

・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
・
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

に
設

定
。
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

応
用
し
た
材
料
・
素
材
、
加

工
技
術
、
装
置
、
評
価
・
計

測
技
術
な
ど
ま
で
、
出
展
者

か
ら
最
新
動
向
が
展
示
さ
れ

る
。

　
今
回
会
場
で
各
種
展
示
を

行
う
の
は
、
企
業
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
大
学
や
わ
が
国

を
代
表
す
る
研
究
機
関
も
多

数
出
展
す
る
。
主
な
と
こ
ろ

だ
け
で
も
、
産
業
技
術
総
合

研
究
所

産
総
研

、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

、

理
化
学
研
究
所

理
研

、

物
質
・
材
料
研
究
機
構

物

材
機
構

、
高
度
情
報
科
学

技
術
研
究
機
構
、
科
学
技
術

振
興
機
構

Ｊ
Ｓ
Ｔ

な
ど

が
、
大
型
で
の
ブ
ー
ス
展
示

を
実
施
。
い
ず
れ
も
が
第
一

線
の
研
究
者
が
最
新
研
究
成

果
を
発
表
す
る
も
の
だ
け

に
、
来
場
者
に
と
っ
て
の
魅

力
は
大
き
く
、
産
学
官
連
携

の
新
た
な
情
報
交
換
の
場
と

し
て
の
期
待
も
高
い
。

　
会
期
中
に
は
「
ｎ
ａ
ｎ
ｏ

　
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
　
２
０
１
４
」

と
称
し
た
数
多
く
の
セ
ミ
ナ

ー
、
会
議
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
も
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
展
示
会
テ
ー
マ

Ｌ

ｉ
ｆ
ｅ
　
＆
　
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

　
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ

ｌ
ｏ
ｇ
ｙ

を
打
ち
出
し
た

「
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

聴
講
は
無
料

を
、
主
催

者
で
あ
る
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
実
行
委
員
会
が
会
期
初

日
の

日
に
開
催
す
る
。

　
同
日

時
半
か
ら
ラ
イ
フ

分
野
に
お
い
て
「
再
生
医

療
」
「
個
別
化
医
療
」
「
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
」
の
三
つ
を
テ

ー
マ
に
取
り
上
げ
る
。
名
古

屋
大
学
革
新
ナ
ノ
バ
イ
オ
デ

バ
イ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
の
馬

場
嘉
信
セ
ン
タ
ー
長
、
吉
岡

康
弘
富
士
フ
イ
ル
ム
再
生
医

療
研
究
所
所
長
、
秋
吉
一
成

京
都
大
学
教
授
ら
が
、
ナ
ノ

テ
ク
に
よ
っ
て
実
用
化
の
可

能
性
が
見
え
て
き
た
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
の
最
新
の
研
究

成
果
を
発
表
す
る
。

　
ま
た
同
日

時
か
ら
の
グ

リ
ー
ン
分
野
で
の
発
表
で

は
、
究
極
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
産
業
界
か
ら

の
期
待
が
高
ま
る
「
水
素
」

に
焦
点
を
当
て
る
。
こ
こ
で

は
太
田
健
一
郎
横
浜
国
立
大

学
工
学
研
究
院
グ
リ
ー
ン
水

素
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教

授
、
古
谷
博
秀
産
総
研
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン

タ
ー
副
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、

東
芝
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
開

発
部
の
霜
鳥
宗
一
郎
氏
ら

が
、
水
素
の
貯
蔵
・
輸
送
技

術
の
開
発
動
向
や
家
庭
用
燃

料
電
池
な
ど
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

　
そ
の
ほ
か
「
ナ
ノ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

日

時
―

時

、
「
ナ
ノ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
国
際
標
準
化
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
　
ナ
ノ
粒
子
の

計
測
技
術
と
そ
の
標
準
化
」

日

時
半
―

時

半

、
「
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
ナ
ノ

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
フ

ォ
ー
ラ
ム
―
未
来
を
刷
新
す

る
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
へ
の
期
待
―
」

日

時
―

時

、

「
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
成
果
報
告
会

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料

関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

」

日
・

日
、

時
―

時

な
ど
を
開
く
。

　

日

時
か
ら
は
、
会
場

内
メ
ー
ン
シ
ア
タ
ー
で
「
ｎ

ａ
ｎ
ｏ
　
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
大
賞
」

の
表
彰
式
を
行
う
。
同
大
賞

の
表
彰
は
第
１
回
開
催
時
か

ら
行
っ
て
お
り
、
出
展
者
を

対
象
に
斬
新
か
つ
先
駆
的
で

ざ
ん
し
ん

あ
り
、
将
来
性
が
期
待
で
き

る
技
術
を
分
野
ご
と
に
表
彰

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
シ
ー
ズ

と
ニ
ー
ズ
を
明
確
化
し
て
、

さ
ら
な
る
技
術
向
上
を
目
指

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
出
展
者
と
来
場
者

の
枠
組
み
を
超
え
た
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
前
回
初
め
て
導
入
さ
れ

た
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
」
は
、
今
回
も
実

施
す
る
。

　
こ
れ
は
出
展
者
と
来
場
者

そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
社
の
プ
ロ

フ
ィ
ル
と
商
談
相
手
を
入
力

す
る
と
、
双
方
が
検
索
・
閲

覧
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
同
時

開
催
さ
れ
る
ほ
か
の
展
示
会

す
べ
て
で
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
た
め
、
出
展
者

・
来
場
者
双
方
に
と
り
有
意

義
な
交
流
の
場
と
し
て
活
用

さ
れ
そ
う
だ
。


